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1第６章　ワロンの風景
中心（パリ）から辺境へと向けられる好奇のまなざし（エキゾティスム）に準拠して，自らの出
自の周辺性を文化的な価値（資本）へと転換し，他方，先行的にイメージを確立しつつあった隣接
地域（フランドル）との差別化をはかりながら，自己（ワロン）の地域的同一性を形象化していく
こと。19世紀末に，ワロン地方の若者たちが自らの生活世界を描出しようとした際に潜在的な賭
け金となっていたのは，そうした差別化＝卓越化（distinction）の達成であったということができ
る。では，このような文脈の中で，雑誌『ワロニー』に集った若き作家・詩人たちは，いかなる形
で「ワロンの風景（paysage wallon）」を描いていったのか。それぞれの「表現的風景」はどのよ
うな「意味作用」を担い，その累積の中でいかなる「原風景」が構成されていったのか。これを，
個々の作品に即してたどることが本章の課題となる。
考察の中心に置かれるのは，第４章においてリストアップした一群の「地域主義的テクスト」で
あるが，ここでは評論や時評ではなく小説や詩に力点を置き，それらの ｢作品｣ の中で風景がいか
に語られ，これがどのように「ワロン同一性」の構築に関わるのかを見ていく。その際，風景の構
成要素とその組合せを問うことが重要になるが，これをできる限り個々の作品の主題や物語と関連
づけていこう。具体的な場所や自然や物の描写が，文学作品の中でどのような意味連関を呼び起こ
し，これを通じていかなる「風景的同一性」（ピロット）の感覚を醸成するのかが問題の核心とな
るからである。
１．風景を語るテクスト
（１）アルベール・モッケル「ワロンの乙女」（1886, no.2, pp39-43.）
ワロンの風景を語る最初のテクストとしては，第３章において触れたA.モッケルの「ワロンの
乙女」を再度取り上げておかなければならない。モッケルの文学的企図の原点を示すこの小作品は，
サンボリスムの美学と出自の地域性の結びつきを示す重要なテクストであるが，風景の描写に関し
ても，のちに多くの「地域主義的作品」によって反復されていく定型をいち早く構成し，純化した
形で提起しているように思われるからである。
寓意的な散文詩であるこの作品においてモッケルは，ワロンの「自然」─ムーズ川の流れ─
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2を「乙女」になぞらえ，擬人化し，象徴化しながら，自らの生まれ育った土地の叙景を試みている。
まずは冒頭の一節を見よう。
苔むした静けさの中で，郷愁にひたされた大木たちの幻想的な小道をぬけて，ムーズの乙女（la Vierge 
de la Meuse）はあてもなくさまよい歩く。その歩みには至上の気品と威厳がそなわり，老いたるライン
（le vieux Rhin）の中世的な魂のこわばりなど微塵もない。その豊かなる髪の絹のごとき波は，ゲルマン
の森深くに住むニンフたちを思わせる。（39-40）
しかし，純潔の乙女になぞらえられたこの「自然」は，今やこれを侵蝕する「産業」の脅威にさ
らされている。
しかし，ムーズの乙女の領地は少しずつ狭められていった。セラン（Seraing）の方角には，三匹の怪
物が炎と煙と石炭（flammes, fumée et charbon）を吐き出している。悪意に満ちた人間たちのすえつけ
た三つの工場。それは内気なニンフに，かつては大好きだったこの場所に対する嫌悪と恐怖の念をもよ
おさせる。そしてリエージュ（Liège）の方向では，彼女の散歩道がアングルール（Angleur）でさえぎ
られてしまう。醜悪で，ひどくブルジョア的な石橋と，その橋の上をあえぎながら，汗をかきながら，
喧騒とともに通り過ぎる，蒸気に飾られた汽車が，無垢なる中世の乙女をおびえさせていたから。（40）
ムーズの乙女にはもうセルフォンテーヌの公園（le parc de Cerfontaine）しか残されていなかった。
いまだ踏み荒らされていない二つの島。そこでは，遠くに響く工場のあえぎ声にまじって，鳥たちが悲
嘆の涙を歌っていた。
公園のナラ（les chênes）の木の堂々とした木陰で，長い髪の乙女は，まだ気まぐれにさまよっていた。
けれども，哀愁の影はますます深まっていく。自分の心と結びついていた郷土が，引き裂かれ，責めさ
いなまれる姿を目の当たりにして，彼女には，己れの白い肉体のそこかしこが，少しずつ，残酷な男た
ちの粗野な手に奪われていくように思われた。そして，密かな恐怖に，彼女は戦慄の身震いを感じてい
た。（41）
既述の通り，リエージュはベルギーにおける石炭・鉄鋼産業の中心地であり，19世紀の後半には，
炭鉱の開発と製鉄産業の工場建設が急速に進んでいった。その中で，ムーズ川と周辺の地域はその
景観を大きく変貌させていく。「ムーズの乙女」は，巨木が切り倒され，森が蝕まれていくさまに，
人知れず涙を流す。
そして，愛していた巨人たちの殺されていくさまを前に，ムーズの乙女は，その嘆きの顔を，長い黄
金の巻き毛の下に隠す。そして─彼女は静かに泣いた。（42）
3幻のワロニー
しかし，やがて「乙女」はリエージュに居場所を失い，「アルデンヌ」の山深くに逃げ込んでい
く。無垢なる自然は失われ，そこに宿っていた「純潔なるもの」は，遠く人里はなれた森の中にし
か生き残る場所を見いだせない。
そして，さらに嘆きを深めたムーズのニンフ（la Nymphe de la Meuse）は，サルム（Salm）からアル
デンヌ（Ardenne）へと逃げ込んでいく。詩に飢えた人々の最後の避難所。自然を愛する者たちの難攻
不落の城砦。
そこで，大いなる川の流れ（le grand fleuve）に洗われた最愛の土地を思い，ウーグレ（Ougrée）か
らカンケンポワ（Kinkempois）にいたる緑豊かな丘（collines verdoyantes）を思い，ルノリー島（l’île de 
Renory）の心地よい草原を思い，セルフォンテーヌ（Cerfontaine）やコルボー（Corbeaux）の見事にす
らりと伸びた木々を思い，彼女は立ち止まり，物思いに沈む。まばゆい輝きの踊る，明るく光るその髪
は，凍りついた首筋の透き通った肌の上に広がり，その髪が黄金の流れのごとき形をなし，その上に，
純潔なる優美さと女神の気高さをそなえた彼女の顔が置かれる。また新たに，ワロンの川のニンフ（la 
Nymphe du fleuve wallon）は涙にくれ，その涙は花咲くヒース（la bruyère fleurie）の上にこぼれ，ほ
の赤く炎のような輝きを放つのであった。（43）
若きモッケルは，無垢の自然をけがれのない少女（Vierge）に喩え，そこに「純潔な精神性」を
重ね合わせ，容赦なくこれを蝕む産業の拡大の中でしだいに場所を失っていくさまを，乙女の嘆き
として描きだす。その修辞法はいささか定型的であって，まだモッケルの独創性は見いだしがたい
といわねばならない。
また，この寓意的形象の背後に，ワグナーの歌劇─例えば，『ニーベルングの指環』─が想
定され，そこに登場する「ラインのニンフ」がモデルとして置かれていることは，ムーズ川とライ
ン川とが対比的に語られているところからもうかがい知ることができる。
しかし，本章の主題との関連において見ると，ムーズ，ウーグレ，セラン，アングルール1）など，
具体的な地名・固有名を散りばめながら「ワロン」の風景をうたったこの一文は，いくつかの点で
注目すべき要素を備えている。
第一に，この作品は，アルベール･モッケルという詩人の自己形成の過程が，彼自身の生い立っ
た土地─リエージュとその周辺─の風景，およびその歴史的変容と不可分のものとしてあった
ことをうかがわせる。ここで「乙女」によって象徴化されているものは，失われていく「自然」で
あると同時に「詩的なるもの」─「詩に飢えた人々」の魂─であるが，この「女神」にそなわ
った「純潔さ」「優美さ」｢気高さ｣ こそが，詩人モッケルの追究する美の原型に他ならない。モッ
ケルの詩人としての感性は，ワロンの自然を蝕んでいく社会経済的な現実への嫌悪，あるいは悲嘆
の上に成立したものであった。「アルデンヌの森」深くに逃げ込んでいくニンフは，象徴の森へ，
幽けき美を追い求めていく詩人の喩えでもある。確かにモッケルは，その詩的な美の探究の中で，
その対にある産業的な現実を直接問いただすことをしない。しかし，彼の示した「観
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念的」なもの
4への飛翔の意思の背後には，少年時代に慣れ親しんだ自然が破壊されていく光景が，まさに「原風
景」として横たわっていた。そして，産業化の中で損なわれていく「風景」への愛着は，19世紀
の終わりにフランスの各地で「地域主義」の運動が花開いた時，その背景にあった ｢動機づけ｣ を
先取りするものでもある2）。
第二に，モッケルのこの叙景的な散文詩の中には，典型としての「ワロンの風景」を構成する要
素がすでに一式取り揃えられており，私たちはこの作品を，ワロニーの風景的同一性の構築プロセ
スの中で重要な一契機に数えることができる。先にも触れたベルギーの歴史家アルノー・ピロット
（Pirotte 1999）は，ワロンの「風景的同一性（identité paysagère）」を構成する要素として，川
（ムーズ），森と樹木，そして産業（炭鉱と鉄鋼所）の三つを挙げていたが，モッケルがこの作品に
語るリエージュ周辺の風景は，すでにこの三要素をすべて含んでいる。もちろんここでは，風景
─川・森・産業─は写実的に描出されるのではなく，擬人化され，象徴化され，神話化されて
いる。けがれのない「ムーズ」の流れは，「現実」の中に居場所を失った「純潔な魂」の隠喩とし
て詩的に形象化される。こうした修辞性は，「叙景の文学」の展開にとってはいささか過重な負担
となるかもしれない。しかし以下に見るように，『ワロニー』には，このようにして象徴化された
風景を追究し，土地（郷土）への愛着を語っていこうとするテクストが少なからず存在する。「レ
アリスム」と「サンボリスム」の中間の地点で「地域的同一性」を語ろうとする文学の水脈。モッ
ケルの「ワロンの乙女」は，その源流に位置する作品である。
（２）セレスタン・ダンブロン「ショキエ」（1886, No.2, pp.45-52）
『ワロニー』の寄稿者たちの中にあって，地域主義的な志向を最も強く示した書き手が，第４章
でも論じたセレスタン・ダンブロンである。彼もまた，同じ流れの中で，「風景」の中に「ワロン
の魂」が帰着すべき場所を探し求める作品を発表している。その最初の明示的な試みは，モッケル
の「ワロンの乙女」と同じ1886年の第２号に，「ショキエ」という表題で掲載される。これは，ダ
ンブロンが同年刊行する小説『ある民主主義者のクリスマス（Noël d’un démocrate）』（Charles 
Istace, Bruxelles, 1886）からの抜粋である。
この小説では，一人の若者がクリスマスに，生まれ故郷の村ショキエ3）に帰郷した時の体験が語
られる。主人公は，夜，森の中を歩きまわり，そこで幻想とも現実ともつかない，人々の歌声を聞
く。村人たちの歌と，彼自身の内面の声の交錯。その神秘的な体験を経て若者は，再びの帰郷を誓
って村を離れていく。
『ワロニー』に掲載された一節は，主人公が，リエージュから故郷の村へと向かい，ショキエの
風景を再発見するくだりを描いている。
足を速め，けれど道すがら僕はなにを見ただろうか。僕は，フレマール（Flémalle）のところからも
う姿を見せはじめるショキエ（Chockier）のすばらしい眺めにさしかかっていた。
どうだ，ラインの岸（les bords du Rhin）にもこれに比肩すべきものはひとつとしてないだろう！
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豊かで瀟洒な家々が，木々の緑（verdures）の羽飾りをつけ，丸みをおびた優美な菩提樹の木々（les 
tilleuls）とともに，美しい丘の傾斜（de gracieux coteaux）に沿ってかすかにカーブしながら並んでいる。
その丘の斜面には，ところどころに白い岩肌（de rochers blancs）がのぞいた，幻想的な花をつけた草
原が広がり，その一番高いところには，とりどりの草木の中から，満天にむかって投げだされたように，
半ば封建風で半ば近代風の館が突きだしている。ムーズ川（la Meuse）の水は，心地よい淀みを前にし
て，銀色の宝石のようなせせらぎを立てながら流れをゆるめ，そしてまた，名残り惜しげに遠ざかって
いく。谷（la vallée）には，まなざしの彼方に消え去りながらもなお親しげなアンジス（Engis）が，そ
のわずかに東洋風の景観をさしだし，比類のない村の眺めを楽しんでいるかのようである。左岸は，も
しその村の眺めに圧倒されていなければ心を魅了したことであろうが，イヴォ（Yvoz）からラメ（Ramet），
ラミウル（Ramioulle）にかけて，木々の葉に埋もれた家々の屋根（les toits noyés de feuillage）や，色
とりどりの田園の格子縞（le damier multicolore des campagnes）の中に織り込まれて画趣を与えている
木立ち（les bouquet d’arbre）や，そのエキゾティックで贅沢な庭園を川面に映している城たち（les 
châteaux）が，樹木の茂る頂（des sommets boisés）に向かってかけのぼりながら，しかし，誇らしげに
微笑みかけるショキエの眺めに見とれて立ちつくしているようでもある。そのアンサンブルのなんと甘
美にして壮麗なことであろうか。（45）
この見事な景観を前に観想にふける主人公は，やがて，自分が画家になるべきだったのではない
かと思い，自分の描くべき画布を空想しはじめる。
ただそれ自体において愛された自然は，そこ〔＝私の画布の上〕に，生きてあることの幸福の中で，
簡素にして静穏な姿を見せることだろう。しかし魔力が働く。直感にあふれた魂，そこに密かな，眩暈
を誘うような感情を味わい，やがて叙情の磁力にとらわれて叫びはじめたことだろう。「どれほどの未知
なる陶酔が，肉眼では半ばも捉えぬことのできぬこの画布の上に満ち溢れていることだろう。これほど
に心を熱くする力は，この世のあらゆる神秘的な錬金術からもいまだ溢れだしたことはなかったのだ」。
芸術家は，苦しみと喜びに心を奪われて，ひざまずいて嗚咽にむせびながら仕事をしたに違いない。こ
の隠れ処の中で，この神々のあいだにあって，彼は驚嘆し，賛嘆の歌をうたう。そして，おごそかなる
恥じらいから，粗野なるまなざしに恐れをなして，彼の女神は姿を隠す。しかし，心の内なるまなざし
は，その女神の姿をいたるところに見いだす。そもそも，その女神の存在なしに，芸術家がこれほど熱
を込めて物たち（les choses）に魔法をかけたことだろうか。（46-47）
そして，この架空の絵画をめぐる陶酔的な瞑想は，「門構えの大きな陰鬱な家の像」を連想させ，
そこからひとりの「女」の記憶を呼び起こす。
ようやく物心のついた頃，女が私に甘いまなざしを投げかけた時，私は，その後ずっと後悔に胸を締
めつけることになる無知の中で，うっとりと，しかしおずおずと燃え上がり，混乱と，はじめての経験
6と妄想の中で自分を見失い，自分はそんな女たちには値しない，そんな女たちとは縁がないのだと思い
込んだのであった。ジョルジュ・サンドのヒロインにも似たその中のひとりの女（誰もその名を知らな
い）と私はたびたび遭遇した。迷信的な敬意から，彼女に近づこうともせず，私は時々，社交界でもて
はやされる彼女の詩的で気高さにあふれた姿を思い描き，夢想にふけった。彼女の人柄から立ち上る香
気が，神秘的に，村の中に満ちわたり，彼女の住まい─それが門構えの大きな家であった─を，私
はただ遠くからのぞき見て，決して足を踏み入れることなく，その家は他のどこにもない，隠れた聖域
の奥に甘美なうねりを宿していた。それ以来，ショキエは私の心の中で一変した。そこには，もうひと
つの欲望が花開いている。ただ，私の絵の中にその家の姿が描かれているだけならば，それは私のかつ
ての情熱を表していたにすぎない。けれども，残りのごく小さな細部が明らかになってしまえば，それ
は今の私の欲望を語ることになる。（47-48）
ああ，私が歩みを進め，思い出を呼び覚ますにつれ，私の心は高揚し，決して存在することのないこ
の作品の夢想が私をさいなむのだ。その作品は，私の想像力の中で帯電し，美しさを増していく。私の
血のすべてがそこに映しだされている。そして世界が─さらには未来までもが。『最後の晩餐（La 
Cène）』や『夜警（La Ronde）』などを引き合いにだしてみてもいい。愚かな不感症者たちは，あきれた
ことに，そこにただの風景（un paysage）しか見なかったのだ。（48）
　「帰郷」という主題的なモチーフに導かれたこの物語が，ワロニーの「風景の再発見」を語っ
ていることはすでに明らかであろう。その風景の中心にはやはり「ムーズ川」が流れ，その岸辺か
ら小高い丘に向かってせりあがる傾斜地に豊かな草原や耕作地が広がり，木々が生い茂り，その梢
に半ば埋もれるようにして，エキゾティックな外観の家々が姿を見せている。ここでは，「ワロニ
ーの風景」はなによりも「農村的」なものである（掲載された箇所では，主人公がすでに郷里の村
に近づいたところからしか語られないが，『ある民主主義者のクリスマス』では，はじめに都市
─リエージュ─の光景が描出される。対照の効果は明らかである）。故郷の「村」から「都
市」へと出て行った若者が，やがて年月を経て生まれ育った土地を再訪し，そこに自らの「原風
景」を再発見する物語。郷愁と悔恨，甘美な陶酔感と喪失の痛み，そのアンビヴァレンスの中で語
られる「帰郷」の物語は，国や地域を問わず，近代化の過程が生みだしたひとつの定型的な語りに
属しているというべきかもしれない。しかし，この一文で見いだされた風景が，そうした意味での
「普遍性」をそなえつつも，どこにでも転用可能な「匿名」のものではないことは，風景的同一性
を構成する「要素」によっても，また散りばめられた「固有名」によっても保証されている。
その上で，この作品には，やはりいくつかの興味深い点が見いだされる。第一に，主人公＝語り
手が，単に郷土の類いまれなる美しさを再認識するにとどまらず，これを「芸術家」の視点から再
構築しようとしている点。いささか唐突に，語り手はここで自らを「画家」として想い描き，目前
の風景を「一枚の画布」として心の中にイメージしている。「風景」は，「絵画」を媒介とすること
で，ことさらに「美的」なものとして見いだされていくのである。この「風景の二重化」の作業は，
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彼の目前に開かれた世界の「美」が，誰の目にも一様に映るものではなく，ある種の特権的な感受
性─芸術的な感性─のもとにはじめてつかみだされるものだという認識と表裏をなしている。
「心の内なるまなざし（regards internes）」なしには，そこにある自然の本質─「女神」の姿
─を見いだすことはできない。「風景」は外的な現実として，ただ「簡素にして静穏な姿」を見
せるのであるが，それはこれを画布の上に構築する「まなざし」のもとにはじめて存在する。その
意味で，「風景」は「魂」に呼応するものとしてある。したがって，そこに現れた風景の賞賛は，
その風景の美に応えうる自我の賛美をともない，目に見える世界の価値づけが，そのまま自己の魂
の高揚へと結びついていく。「ショキエ」の再発見は「自己」の再発見，自らの精神性の再発見で
もある。
第二に，その風景は目前に存在するものであると同時に想起されるものでもある。この点におい
て，風景はもうひとつの二重性を負っている。「帰郷」した主人公にとって，「故郷の風景」は「見
る」ものであると同時に「想い起こす」ものでもあり，知覚と記憶のオーヴァーラップを通じて，
はじめてそこに発見されていく。その点でも，風景は「特異なまなざし」を通じて構築されなけれ
ばならない。
第三に，「心の内なるまなざし」によって発見されるべきものとしての「風景」は，すでに「女
神」という言葉によって「女性化」されていたのであるが，これに重ねて語り手は，記憶の中から
一人の女の像を呼び起こすことによって，この目前の風景に明らかな性的色彩を与えている。呼び
起こされた「女」の像は，一方では，「誰もその名を知らない」ものとして匿名化され，それゆえ
に普遍化される。他方では，ジョルジュ・サンドの小説の主人公に重ねあわされることで類型性を
与えられ，その文脈が示され，その「人柄」が「神秘的」に「村」と同一化される。女性の形象を
介した「家郷（village natal）」の神話化。そして，決して踏み入ったことのない「家」の中にその
女が封じ込められることによって，あからさまな「性」の隠喩が形作られると同時に，家郷の風景
は，表層的な世界の背後に隠し込まれる。隠匿されることによってそれは，象徴的なるものの喚起
によって立ち現れるような「本質」へと転化されるのである。
このように，「風景」はただ目前に広がった感覚的な世界にはとどまらない。語り手の言葉を用
いれば，それは「現実の夢想（rêve réel）」である。内面と外面の融合，記憶と知覚の接合，そし
て，欲望の投影とその充足の禁止による「意味の充填」を通じて形作られるものである。
こうした家郷の風景の再発見という主題の背景に，Ｇ.サンドに代表される「ひなびた農村的世
界」への回帰の流れが置かれていることは，文中の直接の言及からも明らかである。重要なことは，
その「農村的なもの」「郷土的なもの」への回帰の運動が，ここでは，「芸術的」なるものの追求と
重ねあわされていることにある4）。
（３）Ｇ.ジラン「ワロンの地で」（1886, No.3. pp.75-76）
「ワロニーの風景」を発見し構築しようとする振る舞いは，散文的な作品を通じてのみなされて
いくわけではない。むしろ，叙景と叙情との融合の中で，その土地に宿る精神性を称揚しようとす
8る企図には，定型性をそなえた文学形式の方がふさわしいといえるのかもしれない。しかし『ワロ
ニー』には，地域的な個性に彩られた景観を歌うような詩作品を数多く見いだすことができるわけ
ではない。その希少な一例として，G.ジランの「ワロンの地で（En Terre wallonne）」を挙げるこ
とができる。
　　　　　　　　　　Ⅰ
黄昏の灰色の重くたちこめた霧（la brume grisâtre et lourde）の下
せせらぎの中に小川（le ruisselet）が広がり
彼方には森（les forêts）が深紅の太陽にそまる
不意に，小道にきこえる牛の鳴き声（un meuglement）
夕べの静けさと穏やかな安らぎの中に立ちのぼり
かすかなこだまを呼びおこして草原（la plaine）に響きわたる
ほらそこに，どっしりとした雄牛たち（les taureaux robustes）。赤い目をして
荒々しく，重々しく，大地にそのずっしりとした
足跡をきざみ，あちこちに小石をまきちらす
雷鳴のようにふくれあがるうなり声をあげて通りすぎる
屈堅な牛飼いたち（les rudes bouviers）がその泥まみれの腕をおろして
息を殺しながら，牛たちのごつい額をぐっとたわめてみせるときには
そして，天の神々が，おのれの放つ溶岩流に赤く染まるあいだ
その君もまた，身をかがめ，うやうやしくひざまずくのだ
　　　　　　　　　　Ⅱ
私は雄大に広がるお前の静穏な大空（le grand ciel serein）を愛する
星々の金色の鋲が蒼穹（le firmament）にうたれ
遠く，人々の荒々しくも朗々とした歌声をラッパの音がかなで
遠く，闘いの喧騒，もしくは夜のとばりが下りてくる頃には
燃えさかる夕べが輝きを放ちながら沈んでいく
神々よりもなお気高い，英雄たる人の子ら
私は眠りつくお前の街の最後のざわめきを愛する
大いなる安逸に，夕暮れがおしよせ
四月の風と，夏の灼熱と，十二月の闇に耐えて
かしいだ屋根の下に，牛飼いたちは眠る
そして，谷々（les vallons）がおしゃべりな泉の楽しげなざわめきに
いつまでも陽気に満たされているときには
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私は，遠く海からわたるつぶやき声のような
背の高いポプラ（les peupliers géants）の揺れる音をきく
ゆっくりと蹄の音を立てて馬車（le chariot）が通りすぎる
あたり一面に響く御者の声
優しく鳴りわたるゆったりとかすかな鐘の音（la voix des cloches）
そして，赤く染まった山肌（les flancs）には牛たちのあげる鳴き声
沈み行く太陽の光がしだいに薄れ，宵闇がしだいに濃くなっていく中で，詩人の感性は，そこに
響く「音」へとしだいに力点を映していく。「見えるもの」と「聞こえるもの」，視覚と聴覚の双方
に触れるものを介して，ここでは，夕暮れの農村の風景が描きだされていく。人々は一日の労働を
終え，眠りにつこうとしている。村がその穏やかな暮らしの一幕を閉じようとする場面。詩人はそ
の景観におしみない愛情を注ぐ。
その中で，「ワロンの風景」を代表的に構成する要素がいくつも散りばめられていることに留意
しておこう。たとえば，「霧（brume）」（これはベルギー・フランドルを代表する記号でもある），
「森（forêt）」，「雄牛（taureau）」と「牛飼い（bouvier）」，「谷（vallon）」，「馬車（chariot）」，「鐘
楼の鐘（cloche）」。とりわけ，「牛」の頭をおさえて手なづけようとする「牛飼い」の姿は，ワロ
ンの農村労働者を指し示す定型的なイメージのひとつである。実際それは，彫刻，ブロンズ像など
によってくりかえし造形化されていくものでもある5）。
（４）エクトール・シェネー「バット」（1886, No.6, pp.161-166）
1886年の第６号にはエクトール・シェネーによる習作的なスケッチ，「バット」が掲載される。
ムーズ川沿いの「バット岸」にたつ市場（それは今日にまで続くリエージュの風物詩である）や，
そこに立ち並ぶ建物の統一性のない乱雑な景観。「鳩好き（colombophiles）」の集まるカフェ，病院，
監獄など，都市リエージュの生きた姿を活写しようとした散文である。以下はその冒頭の一節。
陽光に背中を暖めながら，ゆったりと広がっている，かのバット岸（le fameux quai de la Batte）。ム
ーズの左岸（la rive gauche de la Meuse），古いアルシュ橋と新しいマガン橋のあいだに。その前には，
濁った真珠色の川が音もなく流れる。後ろには，趣きあふれるフーロンの界隈，大衆的なフェロンスト
レ，そしてオール・シャトーにはブラッスール通りがにぎやかにつづく。この通りは，ママのスカート
にぶらさがった女の子のように，モンターニュの裾にすがりついている。中世のリエージュ，本当のリ
エージュの中心にあって，この岸は，街の個性を最も強く現す一画でありつづけている。そうだ，この
岸は，やれ建物を整然とせよとか，ファサードをまっすぐにせよとか，建造物の高さを揃えよとか，舗
道の幅を一定にせよといった，いくつものばかげた法律をずっとあざ笑ってきたのだ。今日にいたるま
で，公共の工事にかかわる助役のうち誰一人として，青二才の伍長のように頬を膨らませて，家々に
「整列！」の号令をかけることができた者はいないのである。（161）
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リエージュは街並みの統一という観念を決定的に欠いた都市である（近隣にあわせて建物を作る
という思想がこの街にはまったく無縁なものであることは，今もなおその景観が証言している）。
そして，この文章が示しているように，それはリエージュ市民の権力に対する反骨心と自律心の表
れとして解釈されてきた。同様に著者もその乱雑な外観を誇らしげに語っていく。ここでも，
「精
マ ン タ リ テ
神性」と「風景」は一体のものとして見いだされている。
これと同時に，このシェネーの一文には，自分自身の生きている街に対して若干の距離を置いた
視線，観察者の視線が感じられる。それは，日常生活の空間を外部者の視点から「趣きあふれる」
ものとしてとらえ返す，その意味で「観光のまなざし」に通じるような視線でもある。
（５）モーリス・シヴィル「アルデンヌの地で」（1887, No.1, pp.26-30）
1887年，二年目をむかえた『ワロニー』の第１号には，モーリス・シヴィルの散文「アルデン
ヌの地で（En Terre ardennaise）」が掲載される。叙景を中心とした短い文章。しかしそこには物
語的な構成が与えられている。
四ページあまりのこの小品は，三つの節に区分されている。アルデンヌ地方の山間の村フィゼヌ
（Fisenne６））を舞台とした三枚のスケッチである。
その第一幕では，ある夏の日の，村へといたる街道沿いの景観が描かれる。まだ少し遠くに見え
る村の風景。結婚式に参列するためにその村へと向かう女たちの姿。
第二幕では，その結婚式の様子が語られる。花婿はジャン＝ジャック・モンフェラン，花嫁はア
ンヌ＝マリー＝マドレーヌ・ラスキン。長くつきあってきた二人がようやく結ばれる祝いの席。テ
ーブルに並ぶ食事。人々の踊り。ヴァイオリンの奏でる音楽。そして土地の酒。夜が更け，古い柱
時計が11時をうつと，新婚の二人は，寝室へとかくまわれる。ふたりが初夜をすごすあいだ，人々
はその周りで歌い，踊り続ける。ところが，花嫁は恥じらいの気持ちから，村の掟に反して，寝室
に鍵をかけてしまう。締め切られたドアを前に，ひとりの老婆が「きっと二人には悪いことが起こ
る」と予言する。
第三幕は，季節が変わり，11月２日の「死者の日」。村では葬儀が行われている。村人たちはし
きたり通りに隊列を作って教会へと向かう。神父が死者に対する慰め主の慈悲を請う。儀式が済む
と，みなが墓地へと移動する。埋葬。墓石には，「アンヌ＝マリー＝マドレーヌ・モンフェランこ
こに眠る」と刻まれている。
村のしきたりにそむいた花嫁が，早すぎる死をむかえるという物語。花嫁の死にいたるプロセス
が一切省略されることで，宿命づけられてしまった悲劇が鮮やかに語られる。
フィゼヌという固有名を与えられているものの，作品のタイトルが示すように，典型として見い
だされた「アルデンヌの村」の物語であるといえるだろう。そうした観点から読み直してみると，
このテクストには，「風景的同一性」の構築を支える，いくつもの興味深い「方法」が見いだされ
る。
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まずは，「アルデンヌ」の地理的な景観の描写。例えば「広大に青い空（un ciel immensement 
bleu）」，「地平線まで波打つ丘々（les collines moutonnant à l’horizon）」といった表現。なんという
ことのない定型化された景観表現ではあるものの，「アルデンヌの地で」という表題との関連にお
いて（フランドルの平坦で穏やかな地形との対比において），それは地域的な固有性の記号となり
えている。
第二に，具象的な「物」の記述。例えば，建物の様子，そこに置かれている家具や調度，周辺の
動物たち（馬，牛，鴨，セキレイ），そして何より豊富にその名をあげられる植物（麦（blé），ク
ルミ（noyer），ネズ（genévrier），イヌサフラン（colchique），ナナカマド（sorbier），ハン（aulne），
モミ（sapin），ヒルガオ（liseron），アオイ（mauve），ヒース（bruyère））。こうした具体的なア
イテムは，「現実効果」として描かれた風景のリアリティを保証する役割を果たすとともに，それ
を「アルデンヌの村」の「風景」として「個性化」しつつ「類型化」していく。ひとつひとつの
「物」が単独に「地域性」を示すわけではないのであるが，それらが組み合わせにおいて語られる
時，そこにはその土地の匂いを漂わせるような風景が構成されるのである。
第三に，「方言」の使用。このテクストには何箇所かで，「ワロン語」がその固有の表記法におい
て用いられる（ 例えば，« Jacques di mon l’cinsi » （Jacques de mon fermier） p.27, « I s’veiait si 
volti » （Il se voyait si volontier） p.28, « platée de crompires » （plat de pommes de terre） p.28）。『ワ
ロニー』の中では，ごく限られた機会にしか，作品に「ワロン語」が導入されることはない。それ
は，「地域の文学」を志向しながらも，フランス（語）文学の枠組みの中に自分たちの位置を見い
だそうとしていた『ワロニー』という雑誌の，自己規定のあり方に関わっている。しかし，この作
品をはじめ，いくつかのテクストでは，断片的に地域言語の表現が組み込まれる。それが，描きだ
された「村」の「地域的な色彩」を濃密にする効果をもつことはいうまでもない。
そして最後に，作品の中心的な主題にも関わる「村の習俗」の描写。「結婚式」と「葬式」とい
う二つの伝統的な儀礼。それは，「地方の暮らし」をその固有の彩りとともに表象する上で，最も
ふさわしい場面選択である。例えば，婚礼の式の中で人々が食卓に集まっている場面を見よう。
客たちが居間にあふれている。婚礼の食事のために食卓についているのだ。お湯でのばした緑色のス
ープはあっという間に飲み干されてしまう。「ジャガイモの大皿（Platée de cropires）」を，おのおのが
黙々と自分のフォークでつついている。それから肉の塊─意味もなく贅沢な─の焦げた脂のにおい
が喉にこびりつく。そんなものの上に，味気のない濁ったビールが注ぎ込まれるのだ。（28）
こうした，いささか戯画的な描写には，村人たちの習慣的なふるまいを，外部者の目から，「趣
ある（pittoresque）」ものとしてとらえる視線が働いている。それは，「日常性」をおびた「生活の
場面」を，「新奇な」「目新しい」ものとして発見する余所者の視線，その意味で，先のシェネーの
作品においても触れた「観光のまなざし」に通じる部分がある。加えてこの作品では，その視線が
同時に，「伝統的な習俗」に興味を示す知的な好奇心を伴っている。失われつつある，したがって
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すでにエキゾティックな色合いをおびた土地の習慣。これをとらえる語り手の視点は「民俗学的な
想像力」を織り込んだものだといえるだろう。Ｐ.ノラの言葉を借りれば，少なくとも語り手にと
って，「村」はすでに「記憶の環境」─人々が空間の中に蓄積された集合的な記憶にとりまかれ，
これを自明のものとして生きている空間─ではなく，「記憶の場所」─民俗学博物館のように，
記憶が保存され，展示され，好奇心をもって眺められる場所─と化している。この点において，
語り手は，その「村」を回帰すべき郷土として語りながら，その風景からすでに疎外されている。
「観光者」と「民俗学者」。いずれにしても外部性をおびたその二重のまなざしのもとで，地域の
生活の場面が「風景」として再発見され，再構築されていく。その手順を，このシヴィルのテクス
トは典型的に示しているように思われる。
しかし，その風景に向けられた好奇心は，単純な知的好奇心にとどまるものではなく，その村の
風景を，「精神的な故郷」として，したがってまた詩的なインスピレーションの源泉として聖別化
していくものでもある。例えば，その第一節において，フィゼヌへといたる途上の風景を描写した
あとで，語り手は次のようにつけ加える。
言葉につくせない思いが，こうした光景（un tel spectacle） を前にしてこみ上げてくる。心に渗みい
るこの光景の詩。それは，それを理解するものの心を揺さぶるのだ。（28）
家郷の風景に詩的な感情を喚起する力を認め，これを感受しうる自らの特権性を語る。「郷愁」
と「魂の高揚」。「村」の風景を語るテクストは，その風景を「文学化」するロマン主義的な精神に
支えられているものだといえよう。
（６）G.ジラン「リュック・ロベール」（1887, No.1, pp.38-44. No.2, pp.84-88. No.3, pp.109-120）
1887年の第１号から第３号にかけて，Ｇ.ジランの短編小説「リュック・ロベール」が連載され
る。全体としては「レアリスム」の枠組みの中で書かれたこの作品は，次のような物語を語ってい
る。
舞台は，アルデンヌ地方のある村。人々が「お館（château）」と呼んでいる，キュロ・ド・ボワ
の白い屋敷に，老人リュック・ロベールが孫娘リュシエンヌ（Lucienne）と二人で暮らしている。
その屋敷に，毎年，リュック老人が名づけ親となった一人の若者リュシアン・ダルベール（Lucien 
Dalbert）が，リエージュから狩りをするためにやってくる。リュシアンとリュシエンヌの二人は，
幼なじみで，たがいに兄妹のように育ってきた。しかし，ある年のこと，ひとつの出来事（二人が
可愛がっていた老犬が死んでしまう）をきっかけとして，二人は自分たちの感情が男女のものであ
ることを自覚するようになる。たがいの愛を告白する二人。やがて，リュシアンとリュシエンヌは
結婚の約束を交わす。リュック老人は，孫娘を失い，ひとり取り残されることを恐れて，この結婚
に賛成することができない。しかし，結局はそれを受け入れざるをえなくなる。老人が自らの孤独
な死を思うところで作品は閉ざされる。
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物語は，どこかモーパッサンのそれを思わせる。平和な地方の村。平穏な家族。しかしそこに，
当人が気づいていなかった感情が突然に露出し，均衡が壊れていく。分身的な関係。その背景に置
かれる，滅び行く階級の現実。地方の地主階層。その失われていく世界のエンブレムとして，孤独
な死を迎えようとしている老人の姿が描かれる。孫娘は，その老人にとって，消えてゆくいとおし
い世界を体現する最後の存在。しかし，若者が都市（リエージュ）からやってきて，これを奪い取
っていく。物語全体を流れる強い郷愁の感情。
そして，この作品においても，「アルデンヌの風景」は登場人物の「精神」と相互浸透するもの
として描きだされる。例えば，作品の冒頭，村を訪れようとしているリュシアンが目にする秋の夕
暮れの光景は次のように語られる。
その繁茂する葉がシュロの枝のように溢れだした芝草の土手（les talus gazonneux）にはさまれた緑の
小道には，夕暮れの斜陽とともに，静けさが訪れようとしていた。重々しく，鉱炉の火のように赤く輝
く明星が，秋の宵の紫の波の中にその怠惰な光を押し流しながら沈みゆこうとしていた。陽光の最後の
くちづけにしびれ，草むらの中で甘い言葉をささやく風がわずかに優しくなでていく大地から，大いな
るかぐわしさが立ちのぼろうとしていた。（38）
陽の光が薄れ，夜の闇が訪れようとする時間。静穏な空気。立ち上る草と土の匂い。その中をリ
ュシアンは，村の館に向かって歩いていく。そして，この景色はしだいに彼の「魂」に渗み入り，
穏やかで豊かな感覚でこれをみたしていく。
かすかな思いが彼の中に目覚めようとしていた。平穏な夢想が，二十歳の若者のたぎるような気質を
鎮め，たえまなくささやきながらなめらかな小石の上を流れていく小川のように，心地よいリズムで彼
をあやしていた。彼には，眠りつこうとする自然の静けさの中で，小道のはたに歌う泉の水のように，
自分の脳裏に，ゆったりとした穏やかな思念が流れていくように思われた。（39）
また新たに，この上ない静穏の印象が，永遠の安らぎと静謐な気高さの感覚が，リュシアン・ダルベ
ールの魂（l’âme）をみたしていく。（40）
色，光，音，匂い─五感に触れる物質的な世界は，登場人物の内面的な世界と直接に呼応しあ
うものとして描き取られる。そして，これを通じて，「魂の気高さ」というロマン主義的な主題が
喚起されていることに留意しておこう。「失われゆく」ものとして価値づけられた世界は，同時に，
その「風景」の中に自らの精神的なよりどころを見いだす存在を卓越化するものでもある。
（７）モーリス・シヴィル「愛しき人のための物語」（1887, No.7, pp.262-263）
1887年の第７号には，モーリス・シヴィルの「愛しき人のための物語」が発表されている。「準
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備中の著作『愛しき人のための物語』からの抜粋」と注記されたこの一節には，「AT HOME」と
いう副題が付されている。物語の全体像はこの短い抜粋からはまだうかがうことができない。掲載
されたくだりは，二人の主人公＝「彼ら」（おそらくは一組のカップル）が，アルデンヌの山里に，
隠れ処のような家を買い求め，そこに静かな暮らしを始める様子を描いている。
人里はなれた暮らしを求めて，彼らは隠れ家で生活を送る─誰も知らないエデンの園─そこには，
人間の卑劣さが決してその響きをきかせることがない。
アルデンヌの手つかずの自然（les sauvages Ardennes）の中に建てられたその隠れ家は，菩提樹
（tilleuls）や白樺（bouleaux argentés），あるいは白い花房がかぐわしく刺激的な匂いをふりまいている
アカシア（acacias）の木々に囲まれて，ひっそりとその姿を隠している。窓は鬱蒼と茂るモミの林（la 
sombre immensité d’un bois de sapins）に向かってひらかれ，そのあちこちから森鳩たちが，暁の青白い
光がおりてくる空に，悲しげな鳴き声をたてるのだった。そのずっと向こうに，満腹して草の上に長々
と寝そべった牛たち（vaches）が反芻している牧場のあいだに，青空（le bleu du ciel）を穿つ小さな教
会の尖塔（la flèche d’une petite église）が，貧しい村の苔むして煙るあばら家の屋根（les toits fumeux et 
moussus）を見下ろしている。（202）
先にみたシヴィルの作品「アルデンヌの地で」と同様，ここでも樹木の名前が，景観を構成する
記号として重要な要素となっていること，「牛」「教会の尖塔」「苔むして煙るあばら家」といった
典型的なアイテムが「アルデンヌの風景」を形作っていることに，まずは着目しておこう。
また，「アルデンヌの森」には，最初にとりあげた「ワロンの乙女」（モッケル）のそれと同様，
「精神的なるもの」が醜悪なる社会的現実を逃れて隠れ住む「避難所」として，象徴的価値を付与
されている。そして，その「世界」は，そこに住まう人間の内面に直接浸透し，これを形作る。
彼らの周りには，深く静かな孤独があり，何か神秘的なもの（quelque chose de mystique）が，彼ら
の生来の気質をさらに研ぎ澄ませ，かつては知ることのなかった感覚が，今は，その鋭敏さにおいて心
地よく彼らの中に浸透していく。（263）
その環境世界に宿る「神秘性」。これを感受する精神の特権性。その精神と物質との相互浸透性。
こうした要素において，このシヴィルのテクストは，「村」を語るダンブロンの諸作品や，同じく
アルデンヌを舞台としたＧ.ジランの「リュック・ロベール」などと同じ鋳型によって産出されて
いるということができる。
（８）ユベール・クランス「夜の素描」（1887, No.8, pp.296-298）
「夜の素描」は，のちに『黒パン』などの作品によってベルギーの地域主義文学を代表する作家
となるユベール・クランスの，習作的な散文作品である。夜の闇の中に眠る「村」の風景を描き，
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その闇の中をさまよい歩く黒衣の女の姿を語るこの「スケッチ」は，のちのレアリスムの文体に比
較すれば，叙情性の強い，幻想的な雰囲気を漂わせた作品となっている。
舞台となる「村」がどの地域にあるのかを知らせる情報は，テクストの中にはない。したがって
これを，「ワロンの村の物語」という形で特定することはできない（これはフランドルの村の光景
であるといってもおさまるはずである）。しかし，これまでいくつかの作品に見てきたような，『ワ
ロニー』における「村」，あるいは「ワロンの土地」の描き方と，この作品のそれとは明らかに連
続性があり，そのスタイルにおいてひとつの流れの中に位置づけることができるだろう。例えば，
その冒頭の一節。
村は，周囲をとりまく背の高いポプラの木（des grands peupliers）に守られて，ゆったりと眠ってい
る。扉を閉め，鎧戸を閉ざした家々が，八月の生暖かな夜の薄暗がりの中で，じっと静止した草むらの
上に，奇妙な赤や白のプレートを浮かび上がらせる。そして，スレートぶきの教会の塔（la tour 
ardoisée de l’église）─鉛の鶏がメランコリックな夢想にふけっているように見える─が，群青の空
（le ciel bleu-noir）にそのシルエットを見せ，その空には蛍のように幾千もの金色の星が光る。夜の冷た
い口づけの下で，物たちは，時折かすかにふるえ，甘い香りの大気の中に，あいまいなささやき声を立
てる。（296）
あるいは，また次のような一節。
村のはずれには，たっぷりとした生垣に囲われ，頭の丸いリンゴの木（des pommiers）が並ぶ見事な
果樹園によって残りの住居から隔てられたところに，細身の櫓をそなえた背の高い城（le hautain 
château aux fines tourelles）が，鬱蒼とした木々（un massif d’arbres）の背後に，尊大にその姿を隠し
ている。（297）
描きだされた場面にアクセントを与える高低のコントラスト（ポプラ，教会，城の高さに対して，
村の家々の地に伏せるような姿）が「村」の風景を特徴づけるのは，これまでに見たシヴィルやジ
ランのそれと共通である。そして，この空間的な高低が，階層的な差異，支配─被支配の関係（館
や城と，農民たちの家）に呼応する点でも，他のいくつかの作品と同一の構図にもとづいている。
そして，樹木や植物の象徴性。ポプラ（peuplier），リンゴ（pommier），イチイ（if），イラクサ
（ortie），キイチゴ（ronce）といったそれぞれの名称，あるいは，「たっぷりとした生垣」，「鬱蒼
とした木々」といった植物の存在感を強調する表現など，描きだされた風景は具象的に木や草によ
ってかたどられた世界である。
また，テクストによって指し示される他のアイテムも，「村」を構成する定型的な「物」である
といってよいだろう（スレートぶきの教会の塔と鉛の鶏，納屋で鳴き声を立てるミミズク（hibou），
牧場の牛たちなど）。
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さらにいえば，この典型として語られた「村」に幻想的な「女」の姿が描かれていくという点に
も，象徴表現の「定型性」が指摘されるだろう。「城」から迷いでて，苦悶の様子を浮かべながら
夜の闇の中を徘徊する黒衣の女は，「もはや地に足がつかないように見え」，「その体は亡霊のよう
にかたまったまま傾いている」。現実と空想の境界を漂うかのようなこの女は，最後に「自分を愛
したがゆえに殺された男」の存在をほのめかして，その苦しみのわけを明かし，隠された物語の存
在を示唆する。しかし，その物語自体は詳細を明らかにせず，「悲劇」は抽象化され，象徴的なも
のとして宙吊りにされる（憂いの表情を浮かべた神話的形象としての女性像は，いうまでもなく，
すでにモッケルやダンブロンの作品に見いだされたものである）。かくしてここには，象徴性と定
型性にかたどられた「村の風景」の構築過程を見ることができる7）。
（９）ユベール・クランス「農夫の恋人」（1887, No.11, pp.396-399）
同年の第11号には，再びユベール・クランスが，老いた農夫（un veiux fermier）の物語を発表
している。上に見た「夜の素描」に比べれば，すでに主観的な叙情性が抑制された文章へと変化を
見せている。
語られているのは，老いて，引退の時（あるいは最期を意識する時）を迎えた農夫が，自分の暮
らしてきた土地＝大地（la terre）への神秘的な愛の感情を経験するという物語である。まずは冒
頭の一節を見よう。
もう十分に働いた，と老人は思っていた。もう何十年も，彼は毛並みの輝く馬たち（ses chevaux au 
poil luisant） に犂をひかせ，水をふくんだ畝に豊かな種を蒔き，頑強な二本の腕で実った麦の穂を刈り取
り，納屋の中で，ずっしりと重い穀竿を使って，金色の実をはじけさせてきたのだ。（396）
その老人が，実りの様子を調べがてら，そぞろ歩いている途中で息苦しくなり，草むらに座り込
む。しかし彼は，恋人の髪をなでるように土をつかみ，突然神秘的な欲望，あるいは愛情を大地に
対して感じはじめる。
知らず知らずのうちに，彼の骨ばった黄色い手が，小さな塚からとった土の塊をつかみだしていた。
愛する女のなめらかな髪をそっとなでる恋人のような指使いで，彼はサテンのような土くれにふれ，言
いようのない喜びを感じた。それは，不思議な微笑と，大きく見開いた灰色の目に突然輝くきらきらと
した光となってあらわれていた。（398-399）
しかし，老人は起き上がろうとして起き上がることができない。
体の衰えを知った老人は，人生の最も甘美な時を過ごしたこの大地から，自分が今や追放されよ
うとしているのだということ（もう働けないということ）を痛感する。
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そう考えて，農夫は，土地に対する愛（son amour pour la terre）がいっそう膨らんでいくのを感じた。
彼は，死にゆこうとする人々が最期の時に自分をとりまく愛しきものたちにむける，請い願うような必
死のまなざしを，その土地に注いでいた。そして，彼の冷たい頰の上を，ゆっくりと涙がこぼれていっ
た。（399）
土地の神話。土地に生き，土地に死んでいく農民の神話が，凝縮された形で形象化されている。
この作品では，その土地をワロンに限定させるような要素は描かれていないものの，「地域的なる
もの」へと回帰しようとする文学的なモティヴェーションが典型的に示されている。
（10）ジョルジュ・ガルニール「古鐘」（1888, No.3, pp.155-160）
1888年の第３号には，H.クランスと同様，のちに「レアリスム」の枠組みの中で「地域主義的」
な作品を数多く残していくジョルジュ・ガルニール8）が，「古鐘」と題した散文作品を発表している。
「村」を再訪した語り手が，その風景を，「村」に住む一人の女の記憶に重ね合わせながら語ってい
く。ダンブロンのいくつかの作品にも通じる「帰郷」という主題，「女性」による「村」の象徴化，
そして失われゆく「風景」の聖別化の手順を，ここにも見いだすことができる（付記するならば，
この作品はダンブロンに捧げられている）。
まずは，第一節の冒頭。
雨は激しく降りはじめた。刈り取りをしていた人々は，一番厚い生垣の下に駆け込んで，作業服の上
着を頭にかぶって，足を枝々のあいだに寄せていた。彼らは，にわか雨に笑い，ワロン語でにぎやかに
冗談を交わしあった。労働者たちが，一休みを喜んで，急に陽気になったようだった。（155）
農民たちが（おそらくは麦の）穂を刈り取る畑。そのかたわらにある背の高い生垣。交わされる
土地の言葉。その快活な雰囲気。語り手は「村」を，まずは労働の場として，そして同時に，人々
のあいだに固有の心性の息づく場として一挙に提示する。そして語り手は，この「村」の景色の中
で「僕」が「君」に抱いた，けれども口には出せなかった切ない思いを回想していく。
第二節は「その二年後」，「七月の半ば」に設定される。語り手は再び「君」と，やはり「小さな
手帳に書きとめた」思いを何ひとつ言葉にすることのないまま，村の道を歩いている。その語り手
の前に，村は次のような景観を見せている
そして七月の太陽が，遠く黄金色に輝く土ぼこりの中に揺れている。陽の光，草木の緑，まばゆさ
（Lumière, verdure, éblouissement）。人々があちこちで働いている農園。おびただしい陽光の中にぽつ
ぽつと影を作りだす木々（les bois）。畑の中を続いていく白い道。その先には，村の家々が，谷の窪地
（le creux de val）に折り重なり，スレート屋根の農家（les fermes aux toits d’ardoises）が胡桃の木々
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（les noyers）に埋もれている。そして，真っ青な空（l’air bleu）の中に半ば倒れこんだような鐘楼（le 
clocher）が，ねぐらの陽気さと人々の平和とを願いながら，敬虔で，孤独な夢想にふけっているようだ。
さらにその向こうは，アルデンヌの最初の扶壁（les premiers contreforts de l’Ardenne），段々に並んだ
壮大な丘（les larges collines qui s’étagent en gradins）と，平地まで斜面をかけおりる若木の樹林（les 
basses futaies qui dégringolent les versants jusqu’à la plaine）。（157）
第三節。「語り手」は，この「村」の風景が失われつつあり，古きよき世界が解体しつつあるの
だと語る。しかし，「僕」と「君」とは，二人だけの世界の中で，その壊れていく世界から守られ
ていると感じていたのだと。
いつもここへもどってくるたびに，郵便馬車につかまって，道の曲がり角にまでさしかかると，村は，
夏の明るい午後の静けさの中に，まるで消し去ることのできない残酷な痛みがやつれた僕の心に降りか
かるかのように，突然眼の前に姿を見せた。敬虔な気持ちで，苦しみと疑いの念にとらわれながら，僕
は見た。自分の脳裏に焼きつけたいと願うこの親しげな過去の光景を，自分の目にみたしておこうとい
う，たったひとつの気高い欲望とともに僕は見たのだ。そして僕は，君が，若々しく陽気な微笑を浮か
べて，快活に，農場の入り口に姿を見せるとやっと，心を落ち着けることができたのだ。（158）
僕はその時，未来を，僕たちの目にあらわれるがままの姿で見たのだ。僕は，僕たちの周りで，古い
世界が動揺し，消耗していくさまを思い描いた。古き素朴な者たちの心を葬り去る時代。無知なる者が
声高に叫び，犬は吠え，ツグミは鳴き，その傍らで僕らは，僕たちの愛の中に閉じこもりながら，時々
哀れみの微笑を浮かべていたのだ。僕たちは，この惨めな人々の誰よりもずっとすぐれた何かを心の中
に感じていた。魂を高める，清らかな愛を。（159）
第四節。しかし，今その「夢想」はすでに失われてしまったのだと，「僕」は語る。
しかし今，僕たちの哀れな夢想は死に絶え，いにしえの月と古い曙の光とともに過ぎ去ってしまった。
僕は，夢想された静かな幸福を思うことをあきらめ，小さなノートに記された詩編は，時折流浪の歌の
ように僕によみがえってくるのだ。（159）
そしてゆっくりと，僕は未来へと沈み込んでいく。僕は知っている。それはたえまない枯渇であり，
精気の救いがたい死滅であるのだと。（160）
失われていく「オーセンティック」な世界。それに重ね合わせられる青年期の喪失と純粋な愛の
消失。絶えざる枯渇としてしかイメージされえない未来。こうした一連のモチーフは，ロマン主義
文学の定型を抜けだしていない。
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しかし，私たちの文脈において重要なことは，その「失われていく世界」の回顧が，「風景」の
描写という行為と不可分なものとして現れてくるという点にある。「語り手」は，「少女との純粋な
関係」を語ることによって，アルデンヌの山を背にした「ワロンの村」そのものに精神的な価値を
付与していく。引用（p.157）に見られるような「定型化された風景」の記述は，物語に彩りを与
える「背景装飾」であるという以上に，「土地」の神話化の作業であるということができる。
（11）ユベール・クランス「あやしの家々」（1889, No.4, pp.164-166）
既述のように，1889年には，「地域主義」的性格をもった作品の掲載が著しく少なくなる（『ワ
ロニー』はサンボリスムを主導的な美学として掲げ，「ワロンの文学」の構築という企図が大きく
後退してしまう）。しかし，その中から拾い上げることのできるいくつかの作品においては，やは
り風景の描写が大きな意味をもっているように見える。
まず，この年の第４号には，ユベール・クランスが，小さな散文作品「あやしの家々」を発表し
ている。描かれているのは，細い路地に沿って建ち並ぶ娼館の光景である。以下はその冒頭の一節。
呪われた一
カルティエ
画に建っている，あやしの家々。狭い路地に沿って並んでいる。その路地を，孤独に通り
過ぎる者がある。頭を低くたれて，靴を打ちつけるたびにうめき，叫ぶ舗石のおそろしげな軋みに，明
らかにおびえた姿で。家々は，ゆがみ，たわみ，よじれている。あたかも，人知れぬ御しがたい苦しみ
に腐食され，長い年月をかけて蝕まれてきたかのように。（164）
この娼館を舞台として，テクストは，ひとりの女（娼婦）が男を殺し，その死体を前に空笑いを
うかべる姿を語っていく。少しひいた視点から「路地」の全景を描いた書き出しから，一挙にその
悲劇的な場面へと迫っていくこの一文は，一方において，「幻視」と「現実」のはざまにゴシック
的な想像力を喚起しながらも，他方では，産業都市（おそらくはリエージュ）において性を売って
生きる女たちの「現実」を切り取って見せようとする。その幻想的で幽玄な女性像においてクノッ
フの絵画とその「サンボリスム」に通じる一面を示しつつも，現実の悲惨を描き取ろうとする点に
おいて「レアリスト」のまなざしを感じさせる。『ワロニー』においては特異な性格をもつテクス
トである。
しかし，それは同時に，のちに見るデルシュヴァルリの詩や散文などと同時に，特定の地名を示
さないまま，しかし，ワロンの都市の雰囲気を強く漂わせ，その空間の象徴化を試みるような作品
の系列を形作っている。ダンブロンやシヴィルの「農村的」ワロニー─アルデンヌの村を祖形と
した─の神話化とは異なる形で，風景の象徴化をはかるもうひとつの企てを見ることができるだ
ろう。
（12）セレスタン・ダンブロン「五月の森」（1889, No.5, pp.193-199．）
続く第５号には，C.ダンブロンが「五月の森」と題した散文作品を掲載している。
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コンドロ（リエージュ郊外，ダンブロンの郷里）に近い「ジェルヴァーニュの森」に場面をとり，
まばゆい夏の光にみちた森の光景を描くこの作品は，「風景描写」における冗長な修辞性と，その
風景に神秘的な「女性像」を重ねて物語性を与える作話の技法において，ワロンの地を「村」ある
いは「森」によって象徴させ，神話化する，ひとつの定型を反復するものである。
いささか形容過剰な，その出だしの一節を見よう。
まばゆい太陽が，蒼天の微笑み中で，金色にふるえ，あえぐ。後輪に包まれ，愛らしい風車の羽にも
似た薄片をふるわせながら，その微笑に口づける。そして，善行のごとく純粋なその光は，火にとりま
かれた雲を貫き，大気にまばゆいモスリンの花を咲かせ，敏捷な紫と鮮紅の炎で森の頂を飾る─広大
なエメラルドの火災。（193）
夏の日曜日の午後，語り手は，森の空気に触れ，自然の霊気に触れ，高揚した気分を楽しんでい
る。
そこへ，突然娘たちの一群が現れる。そのうちの一人が，特別に「私」の目をひきつけ，鮮烈に
魅了し，しかし，つかの間の印象だけを残してまた過ぎ去っていく。つかの間の出会いゆえに，強
烈な現実味と，同時に幻想の印象を残して。
語り手は，その娘とともに，ジェルヴァーニュの風景そのものが，自分のもとから遠ざかってい
くのを感じる。
ジェルヴァーニュは姿を隠す。追憶の潰走。天窓，ぽっかりと口をあけた熱狂が，埃舞う屋根裏部屋
にとりついた待望の思いを琥珀色の楽園に染め上げる取り乱した光の妖精を飲み込んでいく。シロツメ
クサの花々のあいだを，私たちの歩く道の土ぼこりと，燃えさかる神々の光が，河岸
4 4
の方へ，リエージ
ュの方へと遠のく。いまだ知らぬ魅惑的なるものよ！晴れ着と，かすれた外壁。古き花々の多彩な光が
よみがえり，菜園のけがれなき夏に香りをささげる。年をふり，忘れられた陶酔の声が，突然，私に生
まれながらの感情と，生まれおちた土地の気分をほのめかす。城は，そのステンドグラスの緋色のメロ
ディをカラマツの林にふるわせ，ぼんやりとしたミラージュのごとくに，その貴族的な栄光の豊かなざ
わめきを目覚めさせる。これらすべての物，私の心はそのかすかな香りでしかない。そのすべての物が，
魅惑をみぬかれ玉虫色に輝く地平線へと飲み込まれていく。私は黄金色の闇の海を見る─それはゆっ
くりと開けていく。その奥に，その途方もない視界の奥に，幾世紀もの精髄が光輪をはなち，香り高い
ハーモニーの中に，濃密に揺れ動く物たちと，親しげなまなざしが身を丸めている。この上ない親密さ
に，心を奪われた，何よりもいとおしいもの。それは，私が最後の聖体の秘蹟として花開くべきイエル
サレム。原子がすべてを包み込み，古びた喜びが永遠に新たなものとしてよみがえり，すべての時代の
妄想が誰しもにそれぞれの時をみたす。私はそこではもはや，手の届かない光り輝く雲のもとで，流謫
のフロレアルにすすり泣く私の生のすべてを聞くことはないだろう。（198-199）
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過剰な修辞が表現の明晰性を奪っている（そのために訳出の困難な）文章であるが，その冗長な
表現を削り落としていくと，そこに「世界観」（L.ゴルドマン）とでも呼びうるような構造を見い
だすことができる。
まずは，「物」と「心」，「風景」と「精神」との不可分の関係。語り手は自らの精神を，目前の
光景を満たす物たちから立ち昇る「香り」でしかないと語る。自己は，その物質的な世界に満ちる
光やにおいの中に溶け込み，そこから滲みだしてくるものとしてイメージされる。
そして，その物質的な世界は，過去の記憶をたたえ，かつて人々がいだいたさまざまな妄想さえ
も宿している。物質との出会いは，したがって過去の精神との遭遇でもある。
しかし，その物質的な世界の本質，あるいは精髄は未知なるもの，あるいは秘匿されたものとし
てある。したがってそれは，物質的なる世界の奥に「みぬかれ（deviner）」なければならない。そ
れは，「ぼんやりとしたミラージュのように」，自己の前に立ち現れる。あるいはそれは，闇の中に
浮かぶ光輪のような，あいまいな姿で仄見えるものでしかない。
にもかかわらず，「私」はその「未知なるもの」が「親密なるもの」，「何よりもいとおしもの」
であることを知っている。その「隠されたいとおしきもの」に触れる世界においては，一切の失わ
れた喜びが再び甦るはずである。しかしそれは，「いま・ここ」にある現実の世界が，その本質か
ら疎外された世界であること，その現実にとどまる「私」が流謫のなかですすり泣く存在であるこ
とを意味している。
ペシミスムとその対をなす神秘主義的な感性。ダンブロンのワロニーは，この二面的な精神が，
具体的な物たちとの遭遇を通じて，「郷土」の風景に自らの救済の地を求めるところに構築されて
いく。しかし，それがあまりにもはかない，まさにミラージュとしての「郷土」であることもまた
否定しがたい。
（13）シャルル・デルシュヴァルリ「魂の四月」（1890, No.2, pp.69-70）
1890年に入っても，地域的な志向を明確に示すテクストは数多く掲載されない。「時評」や「ノ
ート」以外の「作品」について見れば，雑誌の「地域主義」的な色調はほとんど消えてしまったと
いえるかもしれない。しかし，その中にあって，ダンブロンやシェネー，あるいは初期のモッケル
の試みを，より柔らかなトーンで継承しようとする書き手たちが少しずつ登場してくる。その中心
的な存在がシャルル・デルシュヴァルリである。
1890年の第２号には，デルシュヴァルリの散文詩「魂の四月」が掲載される。それは，地域的
な個性を強く指示する作品ではない。しかし，この雑誌の地域主義的な性格を呼び戻すひとつの契
機として，ここで取り上げておくことができるだろう。
明るい平原（la plaine claire）を，古い夢にそって，かぼそい子どもは，夢見つつ遠のく。ヒース
（bruyères）の，柔らかな黄金色の茂みあいだを。
花開く，空は，密かなる高みに。それは静かなガーゼに包まれた太陽の夜明け。かなたには，オパー
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ルの霧がエニシダへと続く─その指のあいだに，かよわき菊たちは死にゆこうとする。
私は，過去の森（les forêts de jadis）からやってくるのを感じる。ほらそこに─森という森のビロー
ドは，ばら色に染まる頂の下，アメジストでふちどられる。魅惑の精（l’Alliciante）がやってくる，ひ
どく疲れて，かつては少し残酷な唇をみせていたのに…。けがれない忘却の手をそなえた，はかなくも
魅力的なる精が。（69）
そして「私」は，その「精」の瞳の中に，「すべての過去の四月（tous les avrils du Passé）」が
息づいているのだと語る。そして，この「妖精」の歩みを進めるところに，「栄光の赤い花」がひ
らく。「私」はそれを「その無邪気なる胸に花開く奇跡へと向けられた，専制的なる賛歌」なのだ
とうたう。
作品がサンボリスムの領域で形作られていることはいうまでもない。具象的なるものの背後に観
念的なるもの─ここでは「魅惑的なるもの」─の存在が見通され，その顕現の媒体として，神
話的な女性像が語られる。
この作品の中には，「ワロン」的なるものを直接に指示する要素はない。しかし，その「魅惑的
なるもの」が「女性」化され，かつそれが「過去」から訪れるものとされ，そしてその過去と現在
との中間領域が「森」として形象化される。その象徴の配置は，まさにモッケルの「ワロンの乙
女」やダンブロンの一連の作品に通じるものである。その一面を強調してみれば，デルシュヴァル
リのこの詩作品は，先行する地域的形象構成の試みをより純化し，それをより観念的に昇華させた
ものと位置づけることができる。
（14）シャルル・デルシュヴァルリ「林檎の木の下で」（1891, No.1, pp.32-33）
1891年の第１号には，同じデルシュヴァルリの叙景的な散文詩，「林檎の木の下で」が掲載され
る。作品は，初夏の果樹園において，林檎の木の下によりそう小さな二人の子ども─兄と妹─
の姿を描く。
書き出しは朝の景色。二人の子どもが，明るい草むらの中に横たわっている。
果樹園は，花をつけた林檎の木々（les pommiers en fleurs）にさざめく光とともに目覚める。そして，
明るい草むら（l’herbe claire）には，二人の小さな子どもが横たわっている。兄と妹。二人は，白い長
い服を着て，かすかに触れ合っている。二人の巻き毛に自在にからみつく日の光が，まぶしげな二人の
ひとみにちらちらと輝く。不動の歓喜。二人の薄い唇の上には，澄みきった，思慮深げな，無邪気な微
笑が戯れ，二人はみずからのまぶしさに眩暈を覚える。そして時には，二人の頬に，気高くも熱い涙が
流れる。（32）
昼。妹は不意に目を閉じ，青ざめていく。兄は，木の幹から彼女を見守っているが，やがて不安
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にかられ，泣きはじめる。しかし，やがて妹は目覚め，兄の顔に喜びが戻る。
冒頭の叙景における「光」への意識は，「印象派」の絵画に通じる（あるいはその意識のもとに
書かれている）といえるかもしれない。しかし，作品全体として，ここに描かれた子どもは「無
垢」なるものの象徴的な形象であり，叙景を通して追求されているのは，ある種の観念的な純粋性
の表現であると見ることができるだろう。
この作品においても，「ワロニー」という地域に固有のものが直接に示されているわけではない。
花をつけた林檎の木々，その下で戯れる少年と少女。それは，特定の地理的な空間の上に位置づけ
られるものではない。にもかかわらず，献辞において「オーギュスト・ドネーに」捧げられている
ことに注意を向けた上で，ここでもやはり，「樹木」と「無垢なる少女」の形象が，「田園」的なる
風景の下で「象徴化」されていることに系譜的な意味を認めることができるだろう。それは，モッ
ケルやダンブロンがその作品において，ドネーがその絵画空間において構築してきた「ワロン」的
な精神性の表現の雛形を反復するものだといえるからである。
（15）シャルル・デルシュヴァルリ「リトル・スケッチ」（1891, no.3, pp.156-160 ; 1891, no.6, 
pp.288-289 ; 1892, no.3, p165）
デルシュヴァルリは，1891年の第３号，第６号，1892年の第３号の三回にわたって「リトル・
スケッチ」と題した一連の作品を掲載している。この叙景的な散文詩は，具体的な地名や固有名こ
そ示さぬものの，明らかにワロンの風景を語っている。景観を構成する要素─「霜（givre）」，
「林檎の木（pommiers）」「川の流れ（fleuve）」「街（ville）」「河岸（quai）」「組鐘（carillon）」「塔
（tour）」「切妻の壁（pignons）」「森（forêt）」「そそり立つ鐘楼（clocher massif）」「丘（colline）」
「工場（usine）」など─が，その組み合わせを通じて，風景の地域的な個性を指示している。
とりわけ「川」が重要なアイテムである。「水」の流れが常に景観の中心に置かれる。
揺れ動く物質。そこに光（例えば月光）が反射する。精神性・理念的なるものを映し出しながら，
形を変えて流れゆく物としての「川」が「風景のサンボリスム」の核をなしている。
寒々しい夜明けの微風の下を，川（la rivière）は流れる。霜に凍りついて，白く粉をふいた岸のあい
だを，ゆっくりと。鋭く弧を描いて旋回し，いくつもの渦を巻き，いたずらな水の動きに，小さな流れ
が波をうつ。そこに，その気まぐれな偏流の明るみに，堤のすらりと背の高いポプラ（des peupliers）が，
冬の影を落とす。黒く凍てついた幹と，その細い枝を。（1891：159）
水（l’eau）は流れくる。常に流れくる。その喜びの湧出に，混乱し，揺れ動きながら，そして穏やか
な光の下で静まり，また彼方へと遠ざかる。長く続く岸の沈黙に，闇と死にのみこまれながら。（1891：
312）
流れ（le fleuve）は広がる。大きく，弧を描いて。その波は，闇の中で，青い氷の刃となる。夜に光
24
り輝くものは，この暗い鏡と，凍りついた星々のかすかな天空の光ばかり。
水（l’eau）は押し黙ったまま流れる。木の葉が深く折り重なる岸（une rive）にそって。黒々とした
亡霊たちの，静かなる祝祭が，叢林にかき乱される。ほの明るいステンドグラスが，木々の枝のあいだ
に，とぎれとぎれに姿をあらわす。青白いガラスの下で，王妃の亡骸がじっと動かない魔法の城。
その頂の上に，かすんだ裸の夜から，ヴェールが広がり，かすり傷をおって狂宴と殺戮の面持ちです
すり泣く，月の狂った玉座を包む。ほろ酔いの悲劇の仮面は，その狂気をこの地の正面に掲げている。
月は，物たちのヒステリックな恐怖にふるえ，大気の中でその哀惜の思いをふるわせ，そのはげしい憎
しみの高みから，黒々とした森の頂をなすポプラの磔柱へと落ちてくる。そして突然，黒い枝々にひっ
かかり，そのどろりとした血が，草むらに滴り落ち，まもなく訪れる朝の花冠に，さらに豊かな毒をほ
どこしていく。（1892：165）
季節を変え，時間を変えながら，いつもその中心に川の流れを見据え，詩人は，景観の描写を反
復し，それを通じて「本質」的なエレメントだけを抽出しようと試みる。ここにある「光」と
「闇」のサンボリスムに着目すれば，これは「具象」を通じて「普遍的な観念」へと飛翔しようと
する詩的な運動と見なすことができる。しかし，同時にそこには，具象的な，地域的な個性をとど
めた風景への執着が見られる。常に中心を流れる川をムーズ川に見立てることは，決して作為的な
読み込みにはならないはずである。したがってここでは，すべての景観は，隠された本質を示唆す
るものとしてあり，その意味で「象徴化」されている。しかし，それは同時に，地域性（ローカリ
ティ），それゆえの具体性を失わない世界なのである。こうした具象的な「物」（物質的世界）に，
「精神」を，「ワロンの魂（l’âme wallon）」を読もうとするダンブロンやシェネーやシヴィルらの試
みを，より抽象化された形で，サンボリスムの作法に近いところで体現する作品と見なすことがで
きるだろう。
（16）ジェルメーヌ・フランク，「霧氷の風景」（1892, No.4, pp.306-307）
1892年・第４号（『ワロニー』最終号）には，ジェルメーヌ・フランクの小さな散文詩「霧氷の
風景」を読むことができる。デルシュヴァルリの「リトル・スケッチ」に通じる，叙景的な散文詩
であり，ワロン的な景観の叙景が失われたものへのノスタルジーと重ねあわされている。
空と大地は，あまやかなビロードの光の裂け目の中で溶けあう。（306）
そして，私の魂の中で，かなた極北の岸への郷愁が生まれる。その夢の果てには，沈黙と神秘の海の，
果てしない水平線しか見えぬことだろう…（306）
丘（les collines）は，私の両脇から，空へと，けがれなく昇り，木々の茂みにおごそかな白い毛なみ
を与える。純粋なる光輝の中で，投げかけられた天国の光に愛撫されながら。
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谷には（en vallée），あちこちに低木（arbustes）と松（pins）の木立ちがおりかさなる。霧氷（givre）
に包まれた無数の針葉（aiguillettes）は，小さな，明らかな身振りを示し（白い毛皮の，まちまちの，
不思議な祝祭），冬の鮮やかな太陽の下，とらえどころもなく，光をふりまきながら，ジグザクにゆれる。
（306-307）
けれど，私の手の影の上に，神秘と死のこの体の上に，私は不安なまなざしを落とす…。私の魂は羽
ばたく─今はかくも軽く！─。この白い大気の中へ軽やかに飛びたち，最後の，まぎれもなく無垢
なるものがおごそかに広がる場所を滑りゆくことの，あまりにも甘く，深きがゆえに。（307）
＊＊＊＊＊
このように，「ワロン」の個性を直接に（例えば，固有名や明示的な記号を用いて）指し示す傾
向を減退させながらも，『ワロニー』は，刊行の最後の年にいたるまで「ワロン的なる風景」を形
象化する作品を掲載し続けている。これらのテクストが，いかなる形で「原風景」を構成し，これ
を通じて地域的な同一性を語ろうとしているのか。これを次節に論じていこう。（この章続く）
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【注】
１） ウーグレ（Ougrée），セラン（Seraing），アングルール（Angleur）の位置については，以下の地図１
を参照されたい。いずれも今日に至るまで，リエージュの製鉄産業の拠点となる工場地帯である。
　地図１　リエージュとその周辺
２） アンヌ＝マリー・ティエスは，19世紀後半の「地域主義的要求」の背景に，「産業・労働都市（ville 
industrielle et ouvrière）」の発展とこれに対する反発があったことを指摘し，以下のように述べる。「産
業化によってもたらされた社会変動は19世紀の後半に発展していく。農村からの人口流出が頂点に達
する。国土全体に及ぶ生活様式の地理的な画一化が加速する。その一方で，［地方の］習慣や話し言葉
や衣装が廃れていく。地域的，農村的な文化は，それが実際には見られなくなっていくにしたがって
人々の関心を惹きつけ，急速かつ根底的な変動がもたらす不安に培われた過去へのノスタルジーを支え
るものとなる。地方の知識人団体は，古くからあるものであれ，新しく作られたものであれ，世紀の後
半になるにしたがって増えてゆき，地域の文化に対する関心が高まっていく」（Thiesse 1991：59）。
３） ショキエ（Chockier），フレマル（Flemalle），アンジス（Engis），イヴォ（Ivoz），ラメ（Ramet），ラ
ミウル（Ramioulle）の位置については，注１）の地図を参照のこと。なお，ダンブロンはChockier, 
Ramioulleと綴っているが，現在の地図上の表記はChokier, Ramioulである。
４） 「ショキエ」は，ワロン地方の村から都市（リエージュ）に出ていった若者が帰郷し，その物質的な生
活世界の内に神秘的な「魂」の宿りを発見するという構図において，第４章にとりあげた「部落にて」
Ivoz
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（1886年・第３号）と同一の主題を反復するものである。
５） リエージュの街の中心部に位置する広場，通称「テラスles Terrasses」にはレオン・ミニョン（Leon 
Mignon, Liège 1847- Schaerbeek 1898）作のブロンズ像「牛飼い Li Torê, Le Dompteur de Taureaux」
が置かれている（写真）。巨牛の角をつかんでこれをおさえ込もうとする農夫の姿を描いたこの作品は，
1880年のパリのサロンで金賞を受賞している。ジランの詩句が，こうした作品によってすでに表象さ
れた農夫像を反復するものであることは間違いない。 
　Leon Mignon, Li Torê（リエージュの観光用絵葉書から）
（Editions Terroirs）
６） フィゼヌ（Fisenne）は，リエージュから約40キロ南に位置する，ベルギー・リュクサンブール州の小
さな村である。
７） 興味深いのは，のちに「レアリスム」のよりいっそう抑制された文体へと向かい，その中で地域主義的
な文学を実現するＨ.クランスのような作家が，その若き日の習作の中では，サンボリスムとの親近性
を感じさせる作風で地域の風景を語ろうとしていたという点にある。これは，Ｇ.ジランなどにも共通
していえることであるが，この「サンボリスム」と「地域主義」との接点を形作る試みは，その後十分
に展開されることなく，片や「純粋なるサンボリスム」，片や「レアリスムにもとづく地域主義」へと
分断され展開されていくことになる。そこに潰えてしまった可能性とは何であるのか。それを考えるこ
とはひとつの課題ではないだろうか。
８） ジョルジュ・ガルニール（Georges Garnir）作家，劇作家，評論家。1868年，ワロン地方の都市モンス
に生まれる。ワロンの諸地方や首都ブリュッセルを舞台に，農村の人々の暮らしやブリュッセルのブル
ジョアジーの心性を描く作品を残す。狭義におけるベルギーの「地域主義文学」を代表する作家の一人。
1939年没。
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